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8･防疫除轟菊石油乳剤のアカイエカ助農に封する殺轟効果に就いて軍讃最期の生物試飴に関する研究

如 報 長滞納火(最 大聯化脚 光弼 屈折先払 日本特殊凸産物紳 除虫槻 串放査所)や 7･30.受付

1.相 . ･ 甘

酢者は19･18咋32'アカイLj,(C'uEr.xpipicnstw･palEens

･CoQU]LLETT) の鮒を用いて,防比牧山菊石油乳剤数班■-.-
* 岬 特殊比花柳 綿 耽れ茄W.7.頑 在所生杓試金郊

の生物試臨検JjEを行ったが.その結果は旺l堵 掛 と於て

詳細に報告した｡本報はi947年,その幼虫を用いて同様●ヽ

'の設定を行った結果を大略とりまとめたものであるO而

して未矧 こ於て≦Tf者が述べようとする所は,7,カイエカ

＼の幼虫を供試E-a虫とす'8生物試放方法の記載と,B】iESの

＼ ●
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一･ probit単位に依る統司準論よf)誘噂した殺虫剤の有効度

- とその表示法に関する大沢 ･長沢(194■7)の捉完を適用し ･

′ /′て,之等の試験結果を検討表示せんとしたふたつ で あ-_

′るO筆者が申とと之等防疫除虫菊石油乳剤の殺虫生理機構

- に就いて深い考察を行わないのは,欧に光跡こ於て述づ

- 1j=のと同様ゐ理如 らゝであせ,申又,供試*剤,丘虫共

.この他有効圧の表京式の説明等経て先鰍こゆづらて,I禾詰

- I .に於て'Eま只軌 こ実験結果とその名案の唯ぬ 表読す声に

I▲止めた番を諒とせられたいO _､′ ′-I.＼一
⊥遠沈 だ入るに先立ち ,終始御恩ig･Lなる御指導と御援助

` を賜った,京都大学良学部武居三吉教授,内田段部数

授'ー理学部大沢拓理学士,化学研究所大野稔悼士初め武

一 L､倍&･究室の利 払 前日本特琴畏蓮如読会除虫菊製品検査

:FW-平陀省ヨ 行長並びに渡島后子'睦溢千碍子の内切笹斑

甚なる̀謝折 衷する次窮であるO∴

∬.定 額 材･料

′ (̀1卜概4.1水剤O較搾 り防疫除Lli菊石油乳剤は京都大学化 〆

学函兜桝武居研兜卦 こ於て'親Ej如 処方に依f)刑撃した

もので,化学分析に依る全ピt,ト.)ソ賢奉品は100cc串

lSOnlgであるO今之に対しては8なる符号をあたえて率

,くこととするO- .I- :,

(u') 仇試薬恥 検'jii突放に供した防声紋出光石油乳剤:こコ

一･12也はp,1947･1Fl塊忠の処方にしたがって之等の劉出にあ

ノ たった除出端製品湖出業者の劉品の内か ら適宜にえらん :

鰐 13 餅 ヽ ＼

だものである.今便宜上a.b.C ‥ ...I_の符号をあたえて
一之を代表せしめておく三拝とするO･

(d)i_供託屋虫 .本突放に供L=たナヵィェヵの幼判 芯

高槻市内の排水W.より珠光して来た奴終齢のもので,･実
ヽ′

験部 寺の水温特あって10時間後には略一様に桶化に入る

個体を特に選んで用いた｡
/ー~ ＼ ー

ⅠIl:茸 嘘L･方 法
./

直径9cul探さ4cp一･:のシャーレ七水道水 100ccを取

り･之にアカイエカ幼虫10匹を入れ,砂 こ供試薬剤の 申

o鹿 浴液 10Qccを用意して之を前者に投入,その時よI)

5,10,20分･････; と対数的の間隔を以って,之等幼虫の死滅

して水底に沈下する数を記放した ㌻突放は1薬剤に就い

もので･実験時の室温は扱高 2600 ト最低 2200,'平均∫
2500で,シャーレ巾の水温は平均 .Coo(〕であったO)

三､IV.昏 臨 結 果

ノて10回行い,都合 100匹に関する結果を炎計したO本央

･旗は19･17年7月2叩 よ.r)29日に至る 5即 批 放て行った - .′ ′

'上述の突放方法に依 り得 られた沓乳剤の処理時明と敬

二虫率 とのBg旅を衣宗する,と約､1衣の如 くである.

'批 衣の結果の抑 留なる比較をなすために,Bliss(1537)

･に依つ七説かれた probit耳ま位に依る岬.Tul･致死率(T･AI)､

曲線丁次変換の操作を施 してその国府方柑式･Y---?十b

(Ⅹふ を求めると如 衣妬 くであるO ､＼ /

ー ′第 1表 笥乳剤1000fl.1稀釈浴液に於ける処理時nitlT(分) (%)との関係O

-IIIT 第2表 .Dli出 の ･prO- 別紙 依る時.rnl-致死率/叶 M)曲線一次変換の操作を施して求めた紙 剤の

=ゝl⊇!∫｣

回帰方程式 とそれに的随する2.3の数値.

l
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Y=コ4.7T･S13+1.13358(Ⅹ-1.5㌘Pi')

Yコ･1.7_oG85+1.64733(Ⅹ-1.E399r70)
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(I,'生野 験- 琴いて{防疫触 抑 油乳剤の如
葉剤に於てはl多くの場合,穴貯的のf抑 Jにあたって'

之等の殺虫にBP興する柑糊土ある柁比恥2滴的 の'関田l
で,嬰は日肘とする昆虫を完全iこ殺し得る最低況皮を/J'..JT

る払 即ち渋皮-致死率の関係を究明する主知 肝 著であるノ軸土払拭 馳こ斡て述べたO然るに我 は々往々にして之 一

節郊剤の効1)む!?･急に知らなければならない場合に通過 _

する叫があるO此の様な時に取り上げうる斑も附_FlT_な訳 -

.扱淡のひとつが,北の時TilLJ･致死率の開陳を究明して,そ 一

一′･れよr)その薬剤の子樹 皮を井倉T-る方法であを,.評者が

木報に於て記した此の方弘は,幼虫が死滅し通 底に沈 二

下する状態の州 印が幹易でないため'岬に純米の諾己馳こ̀

･ 訳墨を生じあいが.祖紋をふれは北の軌 よ自然にのぞき柑

られるもので'f･'･I'供試材料突放方法非に之が正L.i､状態

七 おかれるならば,約 3艶に於ても見られる如 く,税mTlー

DTを用いたものあ相称致死率の開脚 よDDTの'J1-31

ろ遅射出こ遊囚してビレトリyのみのものi_r).もはるか

に劣り.計算より京されるそのビレト.)y祁IB煩は辞外

に少いものである､｡ 然し乍ら濃度-致死率の関係を調べ

るとその効力は汐叫 て劣るものでない勅 判 られるo防

疫漁虫菊石油乳剤の如く時間に関係なく,′目的とする屈

虫を完全に殺し狩るその最低の濃定を知る必要ああるも

のにあっては,末文に於七述べられた方法が第2簡約の1
細 江しか1fL和ないの時之がためで,●化学分析のみで4T.

足りる場合と同私 少くともその和効成分に関して同質

である切合に,もつと脹熱こ諾うならば 言 - q即ち平

行比較が-lJJlIEである糊合に於てのみ水洗はその日的を潤

足し1'tI･るものであると諾わなければならなし:O殊に和効

･一成分が油 ほ れる切缶はそのイJ'効虻は往々 S.VnergiFlic･

脚 よ大作棚 俄 宅のlJh'鞘内で軍制Jliと一致し,和効喋の

刑･Rをなすにあたってけ充分宕我のある試放方法のひと L

つと冒IJJJrが川来ろO ･'

-本実験にあたつ七は,～:LIl･･:卦 よ1000.'t..･柿択TF',<液に釈ける:丁

時閃･致死率の醜係を調べたが,之は1000倍よr)前弧斑で .~

はヽその乳剤の白色が呪いため,供試蝕 め死滅して器底 ＼

亘沈下すも個作を上郡よlりヂ鹿 と認め和られないものが

. あ示 こた房で,本法が公声掛こでもなってそ?m･_附醸 ､

-が規鑓せきれない限り'班鑑のガ等訳は宍扱者に依って白 ､●
lf]であT),(,D数柾の池虻に於て同杖の実験を行うならば

任Tut･の巨利軸こ於ける漁定一致死率の関係も好き川す串が

tH来季｡ -

ビレト..)Yに限らず各種苗剤がその殺虫効力を発揮す一

･ る疋泌 ま,大々の戊虫に対して大体一定してい るもの

- で,規rtji!?処方にしたがって晶質の揃った状態に調糾さ

れた和利であるならば,それらの投出試験Tの批米は,そ

の･Il効成分のi lfLi･とは略モ平行的なLW係に於 七洪わ 二

九,それより供託鞘刑の脚 fl弊制に対する印判 沌 正し

く井出し印.られる甥で,柑tH･致死率の関係を調べる酔 .

･に依っても披定の目的は充分N'しそrJ.るものと一ty.考 芋れ.

る｡然るに此処に於てLlt.1?t朝刊がj'(･門のものであった甥I

-一介 は,此の閲旅を-脚に･'i■rrjiiするLLJTは低級であるO例へ

日 は も ろ除虫菊'乳剤のビレ ト.)ンを減じで之にかへるにl)L}

乃詔は･atltLtg6nはio に発押される故,そのJi!.戊は相接

緋となFl,:雨 ･致死禅の旧作む以ってし玩 その和効

皮を決TiiL門なし場合が多いO 光も蚊)は紋否乃至は之

に肝 ㌻る家庭川鞍山剤の如く,諮 ド托死の遅迎を玲ぷ繋 :i:ヨ
Imの憤怒こは,.申ろ比の書,TなFr.JHHJ･致死夏子!のug係が究明

朗 tる試験紬 叩 こ姐-I_'jであろうともit',･えられも.然し･

乍ら,磁矧こは氾蛇-[1!川iJのuS綿が明らかにされて初めて

有効腔の比較が可能である｡

I(∬)共既約先I_;就いて.約2衣の回帰方程式 を も と

に,手打L剤の-1)･効腔を比較すをため,大沢･長沢 (1947)

･の方法を掛 flt,て,その絶対有効圧に関する讃項の数nfi

を計許して掴げろと節S表D如 くである0番乳剤が多分
＼ / I

に異質のものである耕土投出能率の数(I-'l'がよく之をry.1;Tf

〟,ており, Ⅰ･T･50の点碍方W .ろ即 し剤の-Ir効比のJlh'lは
は I.T･99.87_の鮒と於ては大分)f稚.ったLW臨む読してい

るが,之は,AA;4衣に;-T;す脚傾 き剤に対する供試煎剤の相

対和効蛇を比るならば一層理解が容易であるoL ､

--羊こに講読された標準窮熟字対すろ督供試薬剤の_t='レニ

トリLy和15矧 こはかなりの開きが存在も,殊に3次に於

ける理論上の致死Er_古間が突放結果に於ける実際の致死時､

一間の数倍G'の長時間を要しているO此の事実は斯くの如/

き高刻 こ於ける有効圧の比較は,/眉 間億 死率の既係を`

調べろrlmこ依らては正確なる数値を算出する事が示可能

で,此のか法に伐るのはあまり過賞でない郡を戎抹物語

(つてゐろのかもしれないム ＼-
-＼

:p
■′
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第3表 替乳剤の粍体有効度に対する諸項の数値

､＼

1

(

} - L ＼8 l a l b l a

,抵抗性の捺準備畠 o'

群山髄坤 1/o' ' a

O次 (中央)致死時間指数 To=nr

･'o蓑 {(55割 慧諜 駅 艶 753.=)恥 3U

｡次 品 晶 1;gn-hTmol((鉱 99.S7) -
t3 - 10㌢lT.1(分)

:= Lt - Ill

0,64393 0.580壬5

三:≡-:1 三:;諾
..0.7801･7I ､盟.61326

:7.08 ′ 7.115

･604､ ト 410

0 I -f: 1 g l h
I l J l k l ーl

tO･GGGO3t,11t･1
≡;………三ヨ∴ 冒4

123,:.4日 4781:;69

第4封 二校畔乳剤に対する各供試乳印の相対rJf効比に
関する諮現の数的 .

o4'e.'空 】驚～t警 l晶歪遥E'･L)lS,'oL'=Vcを乙誓
cS
b

0
a

e

-
/

g

h

･～
･Il
-

1

l一●

4fT77.416

J L,Ol?..･110

30-0.886

2.T:)7.ll3'}

217.0T3L_
203..557

180..FI)7.L1-

135.13-)
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第5表 71-効比偏差に依る供託築剤の等級分数i

.n=2 l- tx)=0.0･J9

革め (約 3'&),1担こ即 卿 は貢げ るtl塀 毅剤の相対

有効蛇を37_tiIし く的･1袈),l以後に有効比伽差によr)t､

38.r13' ･くつかの等級を分けて供訳蕪剤を告O-中に分粘未読した

20.10-o L

I
次にlru'鎚同様'和効比偏差に依って等級を分けて供試 -

群剤12柚をそれに分別衣示すると的 ET)-#の如 くである.
/

械準雛剤 sA.=於ける回描線の訳琴の範囲は0次に於ては

二 bo主 ± ･01099･13次に於ては･ti-車o･355である去
＼ ､■Ⅵ ･璃 ･ 要 ･

＼
､ 19･17年夏アカイエカの幼虫を用いも 防疫除虫菊石油

ヽ 乳剤 12位の生物試放牧定を,時日ul-致死率の関係を求め

･-る掛 こ依って行づたO試験薬剤の1000培稀釈浴液中に於

､て,供試昆虫の距托し七辞底にも虹 する時間を記戯 し壱

I行 く方仏が,此の種腰剤の生物試漁法として地番である､

か石かを論じ'争れより似られた結果より'大沢 ･長沢.-

(19･17)の方横を適用して弔辞剤の有する絶対有効度をヽ
一 一J

/ ./
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串∴奨 _フマをラ二乳如t(除虫菊乳剤 3,1･5)･･
′ 除 曲 射 エ キ スヽ6､

除 曲 ~粛 一粉 ､~ ′

13JIC 粉 和 0.5

B 刀 C 水 和剤 .5 一 ･･一

固 形 乳̀､ー剤

動物用.,親 元 フ マ キ ラー

B 巧 C 剤_ p
粉末 フ マ ケ ラ ー

フマキラー印設 銀 粉

輸出のホ｢プ
フマ キ ラー渦 懇
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